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JAPAN OPTIMIST
DINGHY ASSOCIATION




	報 告 者 氏 名
	下石　ひとみ

	大 会 名
	IODA　North　American　Championship　2013

	開 催 地
	Pembroke　Panish、BERMUDA

	大 会 期 間
	7/3～7/10


	開催地域の様子
	7月の気温は28℃。かなり湿度が高く太陽の光も強いので、ものすごく暑く感じます。日が長く、夜9時ごろ日が沈みます。
バミューダ空港はさほど大きくなく、ホテル（マリーナ）まで車で40分ほど。島国なので細い曲がりくねった道が続きます。

日本からバミューダまでは、NYで宿泊を伴う乗り継ぎが必要です。

バミューダは団体観光客がなく、地元の人かビジネスマンばかりでした。

事件事故もなく、日本と同じ安全な環境。日本人が珍しいらしく、よく声を掛けられました。

マリーナ内選手の荷物置き場は、バミューダチームとのシェアだったので、大きなお部屋をお借りすることが出来ました。片付け上手な日本選手を見習うように！とのお考えらしかったです。

日本選手、美しく使っておりました。



	宿泊場所
	選手たちと同じ、ハミルトンプリンセスホテルに泊まりました。全ての国の選手、サポーターがここに宿泊です。大きなプールが２つある広い面積を持つ豪華なホテルでした。
朝夕食は全員が一度に座れるほど広いお部屋で、バフェスタイルでした。味は美味しかったのですが、島国のせいで全て船で運ばれてくるらしく、野菜が少なく、果物はありませんでした。
物価がものすごく高いです。果物は日本の５倍ほど、ガソリンは２倍。水も高かったです。

ホテルからマリーナまでは、坂道を登って下りて徒歩１０分ほど。

	大会のサポーターへの対応は
	昼食も選手と同じランチパックを支給してくださいました。
観覧艇も大きなクルーザーを出してくださいました。（私たちはコインランドリーへ行ったりしていて、今日こそ乗るぞ！と思った日には風待ちノーレースだったり観覧艇が出なかったりして、あいにく、一度も乗ることができませんでした。）
日本チームの艇置き場の大きな木の下に母たちの荷物を置いたままにして選手の手伝いやコーチミーティングなどへ行っていたら、「どうしてマリーナハウス内の荷物置き場を使わないの？何か問題ある？」と気にしてくださったり、すれ違うたびに、楽しんでいるか？問題はないか？と聞いてくださいました。
コーチボートのシェアも、事前にどの国がいいか聞いてくださり、「英語圏の方」とリクエストしていましたが、スイスチームから、選手のマナーのいい日本チームとシェアしたいとの申し出があり、決まりました。
スイスチームのコーチのサルリスは大変真面目で親切な方だったので、たくさん助けてもらいました。

日本チーム５人、スイスチーム６人の選手だったのでとても仲良くなりました。

スイスチームは若いコーチ一人で選手を連れてきており、ご苦労があったと思います。

他にも運営側のお世話役の方には、本当に親切にしていただきました。



	選手たちのコンディションいつもとどうでしたか？
	時差は、乗り継ぎのためNYで丸一日観光ツアーを入れたことで、バミューダ入りした頃にはみな万全でした。NYツアー終わりには皆睡魔と闘うのに必死でしたが、、
選手５人、病気も怪我もなく、食事も美味しくいただけましたし、日本から持参した米、味噌汁、佃煮なども同時に食べました。
レースは遅い時間までありませんので、選手たちはホテルに帰って必ずプールへ泳ぎに行っていました。おかげで毎晩熟睡できたと思います。

	サポーターとして気をつけたことは？
	汗をかくのでマメに水分補給させました。日本からポカリの粉を持っていきました。
夜ホテルでカップ麺を食べるときも、水道水は使わずミネラルウォーターにしました。

ホテルで果物が出ないので、みかん、マスカット、チェリーをスーパーで購入し、クーラーボックスに入れて海へ持って行ってもらいました。朝夕のホテルの食事では　母たちがりんごとオレンジを剥きました。

	海外の選手を見て感じたことは？
	フレンドリーだなと思いました。すれ違うと挨拶してくれるし、日本語を覚えてきていたのには感心しました。日本チームはとても人気者なのです。剣道の話をしてきたり、漢字の質問をしてきたり、、
世界で大人気のハチマキがどこかに落ちていたときも、「これ落ちていたよ」とわざわざ持ってきてくれました。日に日にみんなのライジャケに日の丸のハチマキが増えました。

	日本の選手を見て感じたことは？

	最初はシャイだなあと思いました。周りから日本語で「コンニチハ」「アリガト」と話しかけられ、日本チームの艇置き場にハチマキ欲しさに人がたくさん集まりました。だんだん　名前で呼び合うほど仲良くなっていきました。
マリーナでもホテルでもお行儀が良かったです。
分刻みのハードスケジュールにもかかわらず、時間通りに動ける５人には脱帽です。私たちやコーチの方が遅れてしまいました。

	Spare dayの過ごし方は？
	選手たちのリクエストを聞きました。
今回閉会式後すぐ帰国のプランだったので、バミューダ観光はこの日しかありませんでした。

リクエストに答え、一番疲れない移動手段を考え、さらにお得な回数券を事前購入しました。

スポンサーの　TOKIO　MILLENNIUM　REさんから朝食のご招待があったので、まず朝からホテルすぐ横のTOKIOさんのビルで朝食会。おにぎりや豚汁、かぼちゃの煮つけがありみんな大満足。なんとお昼ご飯用にサンドイッチやデニッシュ、カリカリベーコンなどBOXにつめていただきました。

それからフェリーで約２５分、Dog Yardに到着。バミューダの博物館見学と　お土産購入。

バスで約３０分移動で　人のいない少し離れた、ピンクの砂のビーチへ海水浴へ。その美しさに全員感嘆の声をあげていました。日差しが強いので短めに退散して、早めにホテルでのんびり。
夕食は、現地日本人の皆様から、カレーライス、そば、うどんの差し入れがあり、充実した、幸せなSpare day　となりました。

	日本チームとして
の課題はありましたか
	ヨットの成績は目標に達することが出来なかったけれど、日本チームは他国の選手、コーチ、サポーターの方々にとても人気があります。子供たちには言葉は必要ないんだな～と感じるほど仲良くしていましたが、もしもっと英語がしゃべれていたら、もっともっとコミュニケーションがとれて深い付き合いができたのではないでしょうか。
これはサポーターの私自身にも言えることです。たくさん話しかけてもらえたし、自分の国へ来ることがあったら連絡して欲しい！といろんな国の方から言われました。一部の方としかアドレス交換できなかったことが悔やまれます。
レースにおいても、万が一抗議したりされたりした場合、一体どうなったかな？と思います。日本国内で経験があり流れが分かっていれば、あとは‘言葉‘の問題だけ。通訳者が同席できるのでしょうか？

	ＪＯＤＡへの要望
	

	その他
	今回バミューダへ行って初めて知ったのですが、バミューダの夏は風が吹かないそうです。
他国の選手たちは背が低く小柄な子ばかりでした。日本チームの中3コンビを見て、「コーチか？」と聞かれたほど。

もしかすると　微風向きの選手を選抜されていたのではないでしょうか。

	
	

	
	


ご協力ありがとうございました
JODA海外派遣委員会

